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 本日(12/1)の 3校時に、今年創立 10年目を迎えるお祝 

いとして、児童会主催の「天久小学校 10歳お誕生日会」 

が行われました。前年度でコロナ禍のため周年行事として 

の式典・祝賀会は行わず、児童会主催で子ども達がお祝い 

する行事を計画しており、今回実施となりました。 

 児童会役員（8名）が企画し動画を作成。それを各学級 

で視聴しました。「天久小学校の誕生」では、開校式での 

お祝いの様子が紹介され、開校当時の児童の写真もあり、 

579名でスタートした天久小も現在は 791名とありました。 

次は、6年生による「お祝いフラッグ」。これまで運動会の 

オープニングで行われていたもののショートバージョンで 

したが、最後は「祝」の人文字が完成し見事でした。また、 

初代校長の廣幸和先生のインタビューもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 その他にも、行事を経験してない１・2年生に紹介した 

いと、児童会役員による劇「10年前にタイムスリップ？」 

では、運動会、音楽発表会、遠足等の行事の楽しさを紹介 

していました。また、各学年・学級からは「いろんな 10」として、10周年を祝う写真もあ

り、☆ステキ☆な「天久小学校 10 歳お誕生日会」となりました。児童会役員に感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童会行事 「天久小学校 10歳お誕生日会」 
～フラッグオープニング、初代校長インタビュー、児童会による劇、各学年・学級の「いろんな１０」～ 

 

 

 給食も 10周年をお祝いして、沖縄のお祝い料理

である、中身汁やスンシーイリチー、黒米ごはん

のスペシャルメニュ－。また、「お祝い海苔」とし

て栄養士の 

名城志野先 

生デザイン 

の包装も素 

敵でした。 

 

 

 

○校歌の歌詞に込めた思いは何ですか？ 

  天久は昔、平和で豊かなところであったが、戦争中は激戦区とな

った。だから、天久小学校に通う子ども達には、元気で、仲良

く、助け合って勉強してほしい、という思いを歌詞に込めた。 

○開校の準備をしていたときの苦労は何ですか？ 

  校長、教頭、事務、幼稚園、保育園の先生の 5 名で計画を立て、

学校に必要な物の準備、校歌を作ったりすることが大変だった。 

○開校したときの思いでは何ですか？  

  地域のボランティアの方が協力してくれたり、泊小、銘苅小、安

謝小から花を運んでくれて、開校式が出来た。有り難かった。 

○今の天久っ子に伝えたいことは何ですか？ 

  一人ではない。コロナ禍で大変な時期だけど、知恵を出し合って

協力して思いやりを持って、少しでも前進することが大切！ 
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 本日の「天久小学校 10歳お誕生日

会」に合わせて 

栽培委員会が、 

「祝」の花文字 

を作成しました。 

サプライズの作 

成、とても嬉し 

かったです。 

 

 

 

 ☆１０周年お祝い給食☆ 校門には花文字「祝」 

 


